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原子力損害賠償の進捗状況について
＜原子力損害賠償のご請求・お支払い等実績＞ 2021年9月30日現在

個人 ※１
法人・個人
事業主など

ご請求について

ご請求書受付件数（延べ件数） 約2,443,000件 約529,000件

本賠償の状況について

本賠償の件数（延べ件数） 約2,307,000件 約454,000件

本賠償の金額 ※２ 約3兆5,774億円 約6兆3,910億円

これまでのお支払い金額について

本賠償の金額 ※２ 約9兆9,684億円 ①

仮払補償金 約1,537億円 ②

お支払い総額 約10兆1,221億円 ①＋②

※1 個人の自主的避難等に係る損害を含んでおります。

※2  仮払補償金から本賠償に充当された金額は含んでおりません。

2020/3/19
11兆8,822億円

(+5,288)

(億円)

2019/9/26
11兆3,534億円

2011/12/27
1兆7,003億円

2013/5/31
3兆9,093億円

(+6,894)

(+6,662)

法人・個人
事業主など

個人

仮払補償金

3兆3,525億円

3兆5,774億円

1,537億円

＜折れ線＞
要賠償額

＜棒＞
支払額

【新・総特】
2013/12/27

4兆9,088億円

(+9,995)

2014/7/23
5兆4,214億円

(+5,125)

【総特】
2012/3/29

2兆5,462億円

(+8,459)

2012/12/27
3兆2,430億円

(+6,968)

2015/3/26
6兆1,252億円

(+7,037)

2015/6/29
7兆0,753億円

(+9,501)

2016/3/18
7兆6,585億円

(+5,831)

2016/12/27
8兆3,664億円

(+7,078)

除染等 3兆0,385億円

(+977)

10兆1,221億円

2021/9累計

(+12,405)

2017/6/28
9兆7,047億円

【新々・総特】
2017/5/11

8兆4,641億円

2018/3/27
10兆3,895億円

(+6,848)

2011/10/28
1兆109億円

2019/3/19
10兆9,672億円

(+5,776)

(+3,861)

2021/3/22
12兆3,216億円

(+4,394)

2021/9/30
12兆5,018億円

(+1,802)
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＜ご案内を開始している主な賠償項目＞
個人 法人・個人事業主

2011年

８月：個人本賠償

・精神的損害 ・就労不能等に伴う損害 ・検査費用

・避難、帰宅、一時立入費用 ・生命、身体的損害 等

９月：法人本賠償

・営業損害 ・出荷制限指示等による損害

・風評被害 ・間接損害 等

2012年
２月：自動車に対する賠償 自主的避難等に係る損害に対する賠償

７月：建物の修復費用等に係る賠償

２月：自動車に対する賠償

１２月：償却資産および棚卸資産の賠償

2013年
３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償 、 家財の賠償

１１月：田畑に係る賠償

３月：宅地・建物・借地権等に係る賠償

１１月：田畑に係る賠償

2014年

１月：精神的損害（要介護者さま等への増額）に係る賠償

３月：移住を余儀なくされたことによる精神的損害に係る賠償

早期帰還に伴う追加的費用に係る賠償

避難指示解除後の相当期間に係る賠償 、 仏壇の賠償

４月：住居確保に係る費用の賠償

７月：墓石等の修理に係る賠償

９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償 、 自主的除染に係る費用の賠償

９月：宅地・田畑以外の土地および立木に係る財物賠償

自主的除染に係る費用の賠償

2015年

２月：家財の個別賠償

３月：福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償

４月：墓石等の移転に係る賠償

６月：避難指示解除準備区域・居住制限区域における精神的損害の追加賠償

３月：避難等対象区域内の農林漁業以外の事業者さまに対する仮払

福島県の避難指示区域以外の地域における立木に係る財物賠償

６月：新たな営業損害賠償等

2016年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：農林業者さまに対する2017年１月以降の営業損害賠償等

2017年 ２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し １２月：平成30年以降の避難指示区域外の農林業における風評賠償

2018年
１月：移住を余儀なくされた区域における住居確保にかかる費用の賠償のお取り扱い

３月：2018年4月以降における個人さまの避難・帰宅等にかかる費用の賠償のお取り扱い
８月：2019年以降の避難指示区域外の農林業における風評被害について

2019年
２月：住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

９月：消費税率引上げにともなう住居確保費用（持ち家）の賠償における賠償上限金額の見直し

＜賠償項目別の合意金額の状況＞

＜ＡＤＲの対応状況＞＜ＡＤＲの対応状況＞ 2021年9月24日現在
申立件数 27,324件

解決件数

26,306件

全部和解件数 21,008件

取下げ件数 2,975件

打切り件数 2,321件

却下 1件

和解の仲介をしない 1件

現在進行中の件数 1,018件
出典：原子力損害賠償紛争解決センターＨＰより※申立件数のうち、当社に送達がなされているのは27,189件（9月24日現在）、月平均で約101件（2021年）

※現在進行中の件数のうち、19件は一部和解が成立している

※和解金額は約3,397億円

要賠償額<A>
(2021年9月30日資金援助額変更申請)

合意いただけた実績※1<B>
(2021年9月末現在)

20,803億円                        20,027億円

検査費用等 3,470億円                            2,793億円

精神的損害 10,992億円                           10,912億円

自主的避難等 3,625億円                            3,625億円

就労不能損害 2,715億円                            2,696億円

32,304億円                        31,220億円

営業損害 5,495億円                           5,419億円                           

出荷制限指示等による損害及び風評被害 19,173億円                          18,900億円                          

一括賠償（営業損害、風評被害等） 3,306億円                           2,595億円                           

間接損害等その他 4,328億円                            4,304億円

Ⅲ．共通・その他 22,401億円                        19,587億円

財物価値の喪失又は減少等 15,401億円                           14,615億円

住居確保損害  6,750億円  4,721億円

福島県民健康管理基金  250億円  250億円

Ⅳ．除染等※2  49,508億円  30,385億円

125,018億円                       101,220億円

※1　振込手続き中の方も含まれるため、これまでのお支払金額とは一致しません。 【B／A　81％】
※2　閣議決定及び放射性物質汚染対処特措法に基づくもの。

Ⅰ．個人の方に係る項目

Ⅱ．法人・個人事業主の方に係る項目

合計
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福島復興へ向けた取り組み

福島復興へ向けた取り組み実績

活動人数

1,012,146人
（前月比＋5,046人）

対応件数

3,284件/年度
※

（前月比＋466件）

賠償お支払総額

約 10兆1,221億円
（前月比＋477億円）

環境再生・復興推進活動

イベント開催日数
※

11,735日
（前月比＋354日）

流通促進活動原子力損害賠償

環境再生・復興推進活動の業務別割合

ふくしま流通促進室発足（2018年２月）からの累計

復興本社設立（2013年1月）からの累計

環境再生・復興推進活動

※2021年度の累計

※イベント開催･･･試食販売会・飲食店フェア等

■2021年９月までの実績

【復】 11月地域行事・イベントへの協力
【流】 11月の福島県産品販売会の開催予定（①～⑤）

〔首都圏・福島県・ECサイト〕 ①「発見！ふくしま」キャンペーン ～ふくしま！海と大地の収穫祭～
開催期間：2021年10月２日(土)～12月17日（金）※催しごとに開催期間は異なる

〔首都圏〕 ②クイーンズ伊勢丹様(15店舗） 2021年11月11日(木)～14日(日)
③小田急百貨店様（新宿本館、ハルク館) 2021年11月10日(水)～23日(火)
④ルミネ立川様 2021年11月24日(水)～28日(日)
⑤サカナバッカ様（７店舗） 2021年11月13日(土)～28日(日)

今後の主な活動予定 〔凡例〕 【環】・・環境再生活動 【復】・・復興推進活動 【流】・・流通促室活動 【他】・・その他

36%

41%

12%
11% 除染

中間貯蔵

環境再生活動
2021年度
９月末時点

環境回復・
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

廃棄物・
リサイクル

9%

45%
9%

16%

7%
10%

4%

復興推進活動
2021年度
９月末時点

除草

清掃･片付け

一時帰宅対応

営農再開

イベント対応

放射線管理

見回り･ご依頼等
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福島復興へ向けた取り組み①

雑草抑制・景観向上のためのカバープランツ共同調査の続報

【１】 「雑草抑制・景観向上」の調査

【これまでの取り組み （2020年10月・11月） 】

【今回の取り組み （2020年10月～2021年10月） 】

除染・解体作業完了後の土地は、保全作業が行き届かない場合、雑草が繁茂し景観の低下のみ
ならず、獣害問題の深刻化が懸念
2020年10月より、浪江町と共同で地表を覆いつくすように生育するカバープランツ による雑草対策
の調査を開始
避難されている皆さまのご帰還に向けた一助となるよう、｢雑草抑制・景観向上｣、｢獣害対策｣を期待

苗の植え込み作業風景【2020年10月】

国土地理院地図を一部加工作成
JR浪江駅

浪江町役場

実施場所

実施場所

※1

※1 「カバープランツ」とは
地表を覆うように生育する植物の総称で、茎や枝を横に伸ばして地面などを低く薄く覆うため、
土壌の乾燥や土の流出、雑草を防ぐ効果があり、庭園・公園・造園・園芸に広く用いられる植物

2021年4月 2021年9月

＜今後＞
・気温が低下する秋～冬季での生育状況を観察し、「雑草抑制・景観向上」効果の検証を実施

バーズフットトレフォイル ※2

・土地の雑草を抑制し、景観向上効果が得られるよう様々な品種について生育・調査を実施
・一部の品種で、雑草抑制効果が期待できる繁茂状態を確認

開花の様子

※２ 「バーズフットトレフォイル」とは
マメ科の耐寒性多年草で、地面を覆うように生育するためグランドカバーに適している。
やせ地や酸性地でもよく生育し、春から秋にかけて小さな黄色の蝶型の花を咲かせるため景観的にも優れている植物
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今後、【１】と【２】の効果検証・保全方法検討を行い、効果が高ければ宅地・農地への展開を検討

避難されている皆さまのご帰還に向けた一助となるよう、引き続き取り組みを継続

【２】 「獣害対策」の調査

・ 道路側前面にアップルミント（以下ミント）を植栽
・ ６月に道路側前面の電気柵の一部（約５ｍ）を開放
・ カメラを設置し、イノシシの直近通過を確認、

当該箇所への６・７月の進入はなし
・ ８月にミントを追加し、約10ｍの電気柵を

開放し効果について継続確認中

背の高いミントを移植
（電気柵無し）

電気柵

アップルミント ※3

※３ 「アップルミント」とは
シソ科ハッカ属に分類される多年草で、草丈は
20～100cmほどに成長し、丸い葉っぱを持つこと
から、「丸葉薄荷（マルバハッカ）」という和名が
付けられており、リンゴとミントを混ぜあわせた
ような甘い香りが特徴の植物

監視カメラの様子【2021年６月】

イノシシの通過を確認

・調査前はイノシシの進入実績あり
（足跡など確認）

・調査後はイノシシの進入実績なし
（隣地を通過したのみ）

＜今後＞
獣害の有無、秋季以降の低温時のミント生育状況を継続調査・検証

・イノシシは、「嗅覚が優れており、刺激の強いにおいを好まない」といわれている。
このためミント臭を発し、背丈が適度に成長したアップルミントで効果を調査

【今後の予定】
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福島復興へ向けた取り組み②

地域コミュニティ再生に向けたお手伝い

取組内容
緊急事態宣言の解除を受け、延期されていた「小高つながる市」開催

「小高つながる市実行委員会」さまの依頼で運営のお手伝いを実施

• 10/16(土）に、南相馬市小高交流センターにおいて「小高つながる市」が開催された

• 当日は様々な団体や事業者が参加し、ステージイベントや体験型ワークショップ等が行われ、

地域の方々が久々のイベントを楽しまれた

• 本イベントは３回目となるが、当社は日頃お付き合いをさせていただいている

「小高つながる市実行委員会」さまから初めてお声掛けいただき、運営のお手伝いを実施

• 来場者の皆さまに安心して参加いただけるよう受付ブースで消毒・検温、会場案内を実施

南相馬市

受付ブースで消毒・検温 来場者の会場案内

にぎわいを見せたマルシェ 小高地区が再現された模型子供たちが遊ぶ施設も充実
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福島復興へ向けた取り組み③

自治体式典のお手伝い

取組内容
浪江町立請戸小学校が「震災遺構」として整備されるにあたり、開館に

向けたお手伝いを実施

• 東日本大震災から10年半を迎え、震災の脅威や教訓、地域の記憶や記録を後世に伝えるとともに

防災意識の向上に向け、県内唯一の震災遺構として一般公開を開始

• 当社は、浪江町からのご依頼により、請戸小学校の清掃・什器搬出や周辺除草を継続してきた

• 10/24(日）の開館当日は、記念式典に参加される方々が使用される臨時駐車場の車両誘導の

お手伝いを行った

駐車場車両誘導

浪江町立請戸小学校 開館記念式典の様子

浪江町

清掃・什器運搬
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～福島県産のお米・牛肉・水産物などを取り扱うフェアを多数開催～
【主な福島県産品販売会(９月実績)】

福島県産品の流通促進に向けた取り組み

福島復興へ向けた取り組み④

◆ニュー・クイック様において「発見！ふくしま」フェア開催
■日程：９月17日（金）～９月26日（日）

■場所：[東京都] ルミネ北千住店(9/17～18)・立川店(9/24～26)、アトレ吉祥寺店(9/25～26)

[埼玉県] 草加駅ビル店（9/17～18）、東武ストア川越マイン店（9/21～23）

■実績：福島牛の品質を高く評価いただき、一部の店舗様におかれてはフェア期間中だけでなく、

継続的に取り扱っていただく

ニュー･クイック 東武ストア川越マイン店様の販売の様子

看板やのぼり旗等で集客ＰＲ

福島牛（イメージ）

精肉売り場の様子

レシピカード
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「発見！ふくしま」キャンペーン ～ふくしま！海と大地の収穫祭～

福島県産品の流通促進に向けた取り組み

福島復興へ向けた取り組み⑤

◆１１月から開催！ 福島県産品提供イベント

【通販サイトを活用した割引フェア】

■日時：11月１日（月）～12月17日（金）

■場所：福島県産品オンラインストア『ふくしま市場』

■内容：福島県内の215事業者、約650商品を取り扱う

福島県産品最大級のオンラインストア“ふく

しま市場”でお買い物すると対象商品が、

20％～30％のお得な割引フェアを開催

※店舗により開催日程が異なります

提供メニュー（イメージ）

◆キャンペーンオープニングイベントを開催

■日時：10月２日（土）、３日（日）
■場所：有明ガーデン（東京都江東区）
■内容：・福島県産品を使用したキッチンカーによるメニュー提供やマルシェ(販売会)を実施

・公式アンバサダー箭内夢菜さんも参加

提供メニュー（イメージ）イベント会場の様子（2019年）

キッチンカー販売 県産品マルシェイベント風景

ふくしま市場 検索

【福島牛＆常磐ものグルメフェア】

■日時：11/1(月)～12/5(日)
■場所：首都圏の飲食店30※店舗
■内容：福島牛や常磐ものを使っ

たメニューを提供

【ふくしま新米イベント】

■日時：11/3(水・祝)～4(木)
■場所：二子玉川ライズ ガレリア
■内容：三種の新米（浜・中・会津)

をパッケージした商品の
マルシェ販売

【発見！ふくしまお魚まつり】

■日時：11/19（金）～21（日）
■場所：日比谷公園

(４店舗のブースを出店)
■内容：常磐ものや旬の魚介料理

を約20,000食提供予定

イベント会場の様子（イメージ） 新米（イメージ）
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